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によって、受動的・強制的に発現・抑制される習得的行動 (条件づけ的学習 )  
③生得的機構を基盤としながらも、生活体が自発した行動が強化されることによっ

























































































































































































 さらに、梅津(1978)6)は、「生命活動場(信号源；その特性を集合 X とする)から発せられる信号
素材束が入力信号束に変換されて信号変換操作過程(その活動特性を集合 Y とする)を通して出力
信号束に変換され、それが行動体制(その特性集合を Z とする)として発現するとき、それぞれの


















































































  受信については感性様相系の別 
  発信については運動系，分泌系の別 
 (d)信号系発生の別（自成：構成）（Umezu 1974) 
 (e)（とくに構成信号系について）構成信号の構成原則の別（Umezu 1974)  
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